
ジュエリー文化史研究会からのお知らせ－68－  

                                2014.5.28 

 

◎展覧会情報など 

         露木 宏 

 

現在、都内で開催されている 2 つの展覧会を見てきましたので紹介します。 

 

（1）「石の世界と宮沢賢治」－6 月 15 日まで 

   国立科学博物館（日本館 1F 企画展示室） 

 

http://www.kahaku.go.jp/event/2014/04kenji/ 

 

鉱物の採集に熱中し、宝石商になることまで計画したことのある 

宮沢賢治。その企画展です。 

『日本装身具史』（P145）などでも紹介したカラーダイヤモンドの 

標本も出品されています。 

 

 

（2）「超絶技巧！明治工芸の粋」－東京展は 7 月 13 日まで 

   三井記念美術館 

 

http://www.mitsui-museum.jp/exhibition/index.html 

 

髪飾りや帯留は出品されていませんが（印籠は 10 数点出ています）、 

幕末・明治の工芸を新たな視点で見直した、 

大変興味深い展覧会です。 

一度見ておくことをおすすめします。 

 

 

※B グループの方へ 

土曜日の研究会の前に、今、B1 に準備中のジュエリーライブラリーを 

ご案内します。 

ライブラリーの利用を希望する方は、2 時に 1F 受付前にお集まり下さい。 

 

 



ジュエリー文化史研究会  

http://www.j-bunka.jp/  

 

 

※このメールアドレス(j-bunka@jj-craft.com)には返信できません。  

※返信の必要のある方は、以下のアドレスにメールを送ってください。  

 

日本宝飾クラフト学院 info@jj-craft.com  

幹事戸倉博之 spina@precious-chroma.com 


